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	抗原情報
	背景
	いくつかの細胞表面受容体複合体の一部であるタンパク質チロシンキナーゼですが、リガンド結合には共受容体が必要であるようです。いくつかの細胞表面受容体複合体の一部であるタンパク質チロシンキナーゼですが、リガンド結合には共受容体が必要であるようです。ニューレグリン受容体複合体の必須成分ですが、ニューレグリンは単独では相互作用しません。GP30はこの受容体の潜在的なリガンドです。末梢微小管（MT）の伸長と安定化を制御します。ERBB2が活性化されると、MEMO1-RHOA-DIAPH1シグナル伝達経路が細胞膜でのGSK3Bのリン酸化を誘導し、阻害します。これにより、APCとCLASP2のリン酸化が抑制され、細胞膜への結合が可能になります。次に、膜結合型APCは、微小管の捕捉と安定化に必要なMACF1の細胞膜への局在を可能にします。
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	(1) A431細胞溶解物、(2) EGF処理したA431細胞溶解物におけるPhospho-ErbB2 (Y1139)発現のウエスタンブロット解析。

